
三重県医療政策課

資料３

津区域における外来機能報告の報告状況
及び紹介受診重点医療機関の選定
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津区域の病院の外来機能報告の報告状況（協議・確認対象医療機関）

医療機関名

紹介受診
重点医療
機関となる
意向

基準（重点外来割合） 参考水準（紹介率・逆紹介率） 参考

重点外来
基準

重点外来
初診割合
（基準：
40％以上）

重点外来
再診割合
（基準：
25％以上）

紹介率・
逆紹介率

紹介率
（水準：
50％以上）

逆紹介率
（水準：
40％以上）

特定機能
病院

地域医療
支援病院

一般病床
200床以
上

三重大学医学部附属病院 〇 〇 65.8 28.0 〇 92.0 90.0 〇 〇

三重中央医療センター 〇 〇 76.6 29.5 〇 63.8 100.9 〇 〇

三重病院 〇 23.9 14.8 74.9 19.3 〇

永井病院 〇 〇 48.3 32.3 22.9 24.8

遠山病院 〇 〇 57.2 48.5 28.3 20.1

武内病院 〇 〇 56.3 64.6 16.3 85.4

榊原温泉病院 〇 48.1 28.8 14.0 0.0

若葉病院 〇 〇 58.1 34.9 37.8 33.6
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津区域における紹介受診重点医療機関の協議・確認対象医療機関

基準：充足
意向：あり

パターン ❶

パターン ❸

パターン ❷

基準：充足
意向：なし

基準：未充足
意向：あり

 三重大学医学部附属病院

 三重中央医療センター

 永井病院

 遠山病院

 武内病院

 若葉病院

 三重病院

 榊原温泉病院
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協議・確認対象医療機関の状況 ①

医療機関名

意向

基準

参考水準

県の考え方

三重大学医学部附属病院

あり

初診：65.8％ 再診：28％ ⇒充足

紹介率：92％ 逆紹介率：90％

当該医療機関は、紹介受診重点医療機関となる意向を有し、かつ医療資源を重点的に活用する
外来に係る基準も満たしています。加えて、特定機能病院としての指定を受け、既に紹介患者に対
する医療提供などでの役割を果たしていることも踏まえると、紹介受診重点医療機関として選定する
ことは問題ないと考えます。

医療機関名

意向

基準

参考水準

県の考え方

三重中央医療センター

あり

初診：76.6％ 再診：29.5％ ⇒充足

紹介率：63.8％ 逆紹介率：100.9％

当該医療機関は、紹介受診重点医療機関となる意向を有し、かつ医療資源を重点的に活用する
外来に係る基準も満たしています。加えて、地域医療支援病院としての指定を受け、既に紹介患
者に対する医療提供などでの役割を果たしていることも踏まえると、紹介受診重点医療機関として
選定することは問題ないと考えます。



5

協議・確認対象医療機関の状況 ②

医療機関名

意向

基準

参考水準

県の考え方

永井病院

あり

初診：48.3％ 再診：32.3％ ⇒充足

紹介率：22.9％ 逆紹介率：24.8％

当該医療機関は、紹介受診重点医療機関となる意向を有し、かつ医療資源を重点的に活用する
外来に係る基準も満たしています。加えて、地域における二次救急を主とする急性期医療の提供や、
紹介患者を中心とした医療機器の共同利用の実施等の役割を担っていることも踏まえると、紹介受
診重点医療機関として選定することは問題ないと考えます。

医療機関名

意向

基準

参考水準

県の考え方

遠山病院

あり

初診：57.2％ 再診：48.5％ ⇒充足

紹介率：28.3％ 逆紹介率：20.1％

当該医療機関は、紹介受診重点医療機関となる意向を有し、かつ医療資源を重点的に活用する
外来に係る基準も満たしています。加えて、地域における二次救急を主とする急性期医療の提供や、
紹介患者を中心とした医療機器の共同利用の実施等の役割を担っていることも踏まえると、紹介受
診重点医療機関として選定することは問題ないと考えます。
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協議・確認対象医療機関の状況 ③

医療機関名

意向

基準

参考水準

県の考え方

武内病院

あり

初診：56.3％ 再診：64.6％ ⇒充足

紹介率：16.3％ 逆紹介率：85.4％

当該医療機関は、紹介受診重点医療機関となる意向を有し、かつ医療資源を重点的に活用する
外来に係る基準も満たしています。加えて、地域における二次救急を主とする急性期医療の提供や、
紹介患者を中心とした医療機器の共同利用の実施等の役割を担っていることも踏まえると、紹介受
診重点医療機関として選定することは問題ないと考えます。

医療機関名

意向

基準

参考水準

県の考え方

若葉病院

あり

初診：58.1％ 再診：34.9％ ⇒充足

紹介率：37.8％ 逆紹介率：33.6％

当該医療機関は、紹介受診重点医療機関となる意向を有し、かつ医療資源を重点的に活用する
外来に係る基準も満たしています。加えて、紹介患者を中心とした医療機器の共同利用の実施等
の役割を担っていることも踏まえると、紹介受診重点医療機関として選定することは問題ないと考え
ます。
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協議・確認対象医療機関の状況 ④

医療機関名

意向

基準

参考水準

意向を有する
理由

三重病院

あり

初診：23.9％ 再診：14.8％ ⇒未充足

紹介率：74.9％ 逆紹介率：19.3％ ⇒紹介率のみ充足

三重病院は、小児医療のセンター病院として、24時間体制で子どもの救急医療に取り組んでおり、
アレルギー疾患、神経疾患等、小児科領域に特化した外来医療を行い、地域の他の医療機関で
は担えない外来医療を担っている。小児科領域では手術を目的とした入院が少なく、また、高額医
療機器等を必要とする患者も少ない状況があり、基準を満たせていないが、他の医療機関で受入
れが難しい小児科の患者の受入れを、医療資源を重点的に活用する外来としてみれば、三重病院
の外来患者に占める割合は、初診72.5%、再診56.4%と高い水準となるため、紹介受診重点
医療機関としての選定を希望するものである。

県の考え方 当該医療機関は、医療資源を重点的に活用する外来に係る基準を満たしていないものの、地域の
他の医療機関では担えない小児科領域に特化した外来医療を行っていることや、既に紹介状なし
の患者への選定療養費を徴収するなど、紹介患者中心の外来医療を行っていることを踏まえると、
紹介受診重点医療機関として選定することは問題ないと考えます。
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協議・確認対象医療機関の状況 ⑤

医療機関名

意向

基準

参考水準

意向を
有しない理由

榊原温泉病院

なし

初診：48.1％ 再診：28.8％ ⇒充足

紹介率：14.0％ 逆紹介率：0％

同一法人の医療機関である武内病院の移転新築に伴い、診療機能の再編を行ったことにより、令
和４年５月から、整形外科・リハビリテーション科等診療科の廃止を行ったことに加え、二次救急輪
番制からも外れている。このことから、現在は地域における医療資源を重点的に活用する外来を担っ
ている体制とは言えないため、意向なしとしている。

県の考え方 当該医療機関は、医療資源を重点的に活用する外来に係る基準を満たしているものの、紹介受
診重点医療機関となる意向を有していません。報告時点と現状が異なるという上記の理由を踏まえ
ると、紹介受診重点医療機関となることを希望しないという当該医療機関の意向を尊重することが
適当と考えます。


